
⽂部科学省と国⽴⼤学附置研究所・センター 個別定例ランチミーティング

第132回 ⾦沢⼤学 がん進展制御研究所（2025.10.31）

12:05-12:10（5分） : 研究所の概要 鈴⽊ 健之（所⻑）
12:10-12:25（15分） : 若⼿研究者による研究紹介

「がん細胞とグリア細胞の多⾯的相互作⽤」
平⽥ 英周(腫瘍細胞⽣物学研究分野 教授)

12:25-12:45（20分） : 質疑応答



1942年 ⾦沢医科⼤学 結核研究所
1949年 ⾦沢⼤学 結核研究所 1961年 ⾦沢⼤学医学部癌研究施設1961年 ⾦沢⼤学医学部癌研究施設

1967年 ⾦沢⼤学がん研究所
理念: がんに関する学理およびその応⽤の研究

2010年 共同利⽤・共同研究拠点として認定
2011年 ⾦沢⼤学がん進展制御研究所

⾦沢⼤学
がん進展制御研究所

国⽴⼤学附置研の中で唯⼀ がん研究に特化した研究所

2023年 学際領域展開ハブ形成拠点として認定2023年 学際領域展開ハブ形成拠点として認定



共同研究運営協議会 共同研究専⾨委員会

共同利⽤・共同研究拠点推進室

新規診断・治療法開発がん悪性進展機構解明研究拠点機能強化

異分野融合研究

⾦沢⼤学

国内外がん研究者コミュニティ

がん幹細胞 がん微⼩環境 分⼦標的探索

若⼿⼈材育成プログラム
（若⼿PI・テニュア准教授・テニュア助教）

消化器がん 肺がん 乳がん ⽩⾎病

基幹プログラム

先進がんモデル共同研究センター

共同研究・研究資源活⽤・シンポジウム
若⼿研究者育成・⼈材交流

連携機関

WPI世界トップレベル研究拠点
ナノ⽣命科学研究所

(バイオSPM）

新学術創成研究機構
（異分野融合研究推進）

医薬保健学総合研究科

研究基盤総括本部
（基盤設備共⽤・機器分析受託

プラットフォーム）
（ライフサイエンス）

新学術創成研究科
（融合科学ナノ⽣命科学専攻）

疾患モデル総合研究センター

国⽴がん研究センター研究所

がん研究会がん研究所

国内がん研究拠点

ソウル国⽴⼤学
がん微⼩環境研究センター

がん研究所

シンガポールA*STAR
IMB/医学⽣物学研究所

復旦⼤学上海がんセンター

海外連携研究機関

DUKE-NUSシンガポール

インペリアル・カレッジ・
ロンドン

学外連携
⼈材交流

ネットワーク構築

学内連携
研究資源活⽤

ミッションの達成

⾦沢⼤学がん進展制御研究所
がんの転移・薬剤耐性に関わる先導的共同研究拠点

公募・共同研究

研究所の活動と連携の全体像

最先端バイオSPM
がん研究の新しい切り⼝

トランスレーショナル
リサーチ

がんプロ医療⼈材
AMED⾰新的がん医療

産学官連携
社会実装

⾦沢⼤学附属病院

未来知実証センター

若⼿研究集会
⼥性フォーラム

⼈材育成

国際シンポジウム
国際共同研究
国際交流協定
留学⽣交換

インドTATAメモリアル研究所

外部評価委員会
外部委員９名による拠点活動評価（毎年）

共⽤機器管理・技術⽀援・URA機能・広報

共同研究課題（若⼿奨励研究、⼥性研究者枠、異分野融合型）
独⾃研究資源（がんオルガノイド、PDX、薬剤ライブラリー等）
先端的研究技術（がん幹細胞、代謝産物、前臨床がんモデル等）



基幹プログラム・研究分野
先進がんモデル共同研究センター がん幹細胞研究プログラム がん微⼩環境研究プログラム

がん分⼦標的探索プログラム 次世代がん医療創出プログラム



がん研究コミュニティ・がん医療・社会実装への貢献

がん研究コミュニティへの貢献

- ⽇本癌学会理事（全18⼈）のうち
２⼈が本研究所の教授
（⼤島正伸、後藤典⼦、⽮野聖⼆（現呼吸器内科））
理事⻑ ⼤島正伸 2025年4⽉〜

- 第84回 ⽇本癌学会 学術総会（2025年9⽉）
開催地 ⾦沢（学術会⻑ ⼤島正伸）

がん医療への貢献
- ⾦沢⼤学がんセンター（2016年）: センター⻑（⽮野聖⼆、⾕⼝博昭）
- ⾦沢⼤学附属病院: がんゲノム医療拠点病院に認定

- がんゲノム医療エキスパートパネル→ 分⼦標的薬・治療⽅針選択
- 次世代北信がんプロフェッショナル（統括 ⽮野聖⼆）（2023年度継続更新）

⼤学発ベンチャー・スタートアップ
- ベンチャー・スタートアップ推進

- 産学連携担当 副学⻑: 松本邦夫（(株)ビジョンインキュベイト代表取締役）
- J-PEAKS 事業、未来知実証センター → 社会実装加速



⽼化細胞除去は膀胱癌治療の新たな戦略 Nat Aging, 2024 (IF:17)
肺がんに対する⾰新的な治療法を開発 Cell Rep Med, 2024 (IF:11.7)
乳がん再発の原因細胞の同定 J Clin Invest, 2023 (IF:16)
⽼化細胞除去による疾患治療 Nature, 2022 (IF:43)
⾼機能細胞増殖因⼦の創成 Nat Biomed Eng, 2022 (IF:29)
がん多様性が促すがん転移機構 Nat Commun, 2021 (IF: 18)
肝臓がんに対する分⼦標的医薬 Hepatology, 2021 (IF: 17)
転移に必須の胃がん幹細胞発⾒ Nat Cell Biol, 2021 (IF: 28)
肺がん分⼦標的薬耐性の新知⾒ Nat Commun, 2020 (IF: 18)
がんの起源となる胃組織幹細胞発⾒ Nature, 2020 (IF:49)
がん抑制遺伝⼦変異による転移 Nat Commun, 2020 (IF: 18)

近年の顕著な研究成果（R2~R6)
（責任著者が本研究所の教員であるものに限る）

⾰新的がん医療実⽤化研究事業
次世代がん医療加速化研究事業
肝炎等克服実⽤化研究事業
PRIME
FORCE                                  

1.AMED
2件 採択
7件 採択
1件 採択
2件 採択
1件 採択

基盤研究（A）
基盤研究（B）
挑戦的研究（開拓）
挑戦的研究（萌芽）
学術変⾰領域研究（A）/公募研究

3. 産学連携による共同・受託研究（500万円以上）

2.科学研究費

主な外部資⾦獲得（R2~R6)

1件 採択
13件 採択

1件 採択
8件 採択
1件 採択

武⽥薬品⼯業（株）、フォーデイズ（株）、
ヤンセンファーマ（株）、クリングルファーマ（株）、
ミラバイオロジクス（株）

直近5年間の本研究所の主要な論⽂成果・外部資⾦獲得状況
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共同利⽤・共同研究拠点
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 ⾻軟化症を発症する新たなメカニズムの提唱 New Engle J Med 2025 IF: 96.2 （共同研究）
 がんの進展を⾻膜が⽌めることを発⾒ Nature 2024 IF: 50.5 （共同研究）
 ⽼化細胞除去は膀胱癌治療の新たな戦略 Nat Aging 2024 IF: 17.0（責任著者）
 分⼦標的治療抵抗性の残存肺がんの治療戦略 Nat Commun 2024 IF: 14.7（共同研究）
 DNAメチル化阻害剤の耐性に関わる機序を解明 Nat Commun 2024 IF: 14.7（共同研究）
 ⾃⼰免疫疾患や癌免疫療法における新たな治療標的 J Clin Invest 2024 IF:13.3（共同研究）
 トランスフェリン受容体阻害抗体の感受性規定因⼦の同定 Leukemia 2024 IF:12.8（共同研究）
 肺がんに対する⾰新的な治療法を開発 Cell Rep Med 2024 IF:11.7（筆頭・責任著者）
 ⼤腸発がんにおける免疫寛容を誘導する仕組みを同定 EBioMedicine 2024 IF:11.1（共同研究）

2024年度の主な研究成果

「⾃⼰免疫性⾻軟化症」を提唱 !    New Engle J Med 2025     本研究所（岡本教授）と東京⼤学の共同研究

PHEX分⼦に対する
⾃⼰抗体が原因だった!

コントロール 腫瘍がない
⾻軟化症患者

PHEXの
⾃⼰抗体
が検出



研究所の重点的な取り組み

がん悪性進展機構の本態解明
次世代のがん研究・がん医療への発展

若⼿研究者育成
独⽴若⼿研究者の⽀援プログラム

拠点の共同研究・若⼿&⼥性研究者枠
若⼿分野主任のリクルート

複数の戦略的取り組みによる
拠点機能の強化

戦略-I

「転移」「薬剤耐性」の分⼦メカニズムの解明から
診断・治療への応⽤まで⼀貫した研究

異分野融合研究
新学術創成研究機構との連携

WPIナノ⽣命科学研究所との連携
拠点の共同研究・異分野融合型

バイオSPM ・超分⼦化学・計算科学

戦略-II
健康寿命科学

学際領域展開ハブ形成プロジェクト
東北⼤・⼤阪⼤・慶應⼤との連携

がん・炎症・代謝・⽼化
健康寿命の延伸を⽬指す＜集合知＞

社会実装・臨床応⽤
未来知実証センターとの連携

J-PEAKS事業からの⽀援
産学連携・知財・VC ・スタートアップ

戦略-IV

戦略-III

研究推進体制



- クロマチン ダイナミクス
（宮成祐介）
（ナノ研教授・併任）
Nat Genet (2024)
Genes Dev (2023)
Mol Cell (2020)
Nature (2012) など

- 胚性体性幹細胞 ダイナミクス
（村上和弘）
（外国⼈RPラボ・准教授）

Nat Cell Biol (2021)
PNAS (2021)
Nature (2020)
Nature (2016) など

- クリニカル バイオシグナル
ダイナミクス
（平⽥英周）
（教授・分野主任）

Dev Cell (2024)
Commun Chem (2023)
iScience (2020)
Cancer Cell (2015) など

Nat Commun (2023)
Cell Rep (2020)
Nat Commun (2019)
Nat Immunol (2013) など

- 感染応答 ダイナミクス
（⼟屋晃介）
（PI准教授）

＋
若⼿独⽴研究者の⽀援プログラム

研究分野主任の新規採⽤
⾼い独⾃性・創造性
新しい研究分野を開拓
学術的重要性と波及効果

- ⽼化のサイエンス
（城村由和）
（教授・分野主任）

Nature Aging (2023)
Nature (2022)
Science (2021)
Cell Metabolism (2020) など

新しい研究の柱・プログラムの発展と再編︓拠点の研究⼒強化

Nature (2024)
Nat Immunol (2022)
Nat Commun (2022)
Nat Metabol (2019) など

- ⾻免疫のサイエンス
（岡本⼀男）
（教授・分野主任）

① 若⼿研究者の⽀援・育成

Nature (2023)
Cancer Discov (2018)
Cancer Res (2016)
Exp Cell Res (2016) など

- がん進化のサイエンス
（磯崎英⼦）
（教授・分野主任）



HGF 

Sema

90

ane

PSI

がん転移・先進がんモデル
バイオイメージング

肝臓への転移

先進がんモデル と 発光分⼦

Nat Commun (2021)

WPIナノ⽣命科学研究所
⾛査型プローブ顕微鏡（SPM）

超分⼦化学 と がん研究

X 6

1-MNA: 悪性
がん代謝産物

1-MNA捕捉

Pillar[6]arene

Communications Chem (2020)

⾼性能超分⼦によるがんメタボライト
捕捉・イメージング

SICMによる細胞表⾯イメージング

→ 分⼦〜細胞〜オルガノイド〜個体のマルチスケールイメージング

がん細胞オルガノイド微細動態と転移
（がん遺伝⼦変異により⾮転移性 → ⾼転移性）

⾼速AFM と がん研究

最先端バイオSPM・超分⼦化学など × がん研究

医⼯連携による 新しいがん研究 診断・治療技術への応⽤

⾼速AFM分⼦イメージング

新学術創成研究機構

バイオSPM と がん研究

_⾛査型イオン伝導顕微鏡
（SICM）

⾼速AFM
（原⼦間⼒顕微鏡）

⾼機能バイオ医薬の候補

バイオSPMを利⽤するがん関連研究を共同研究課題
として採択（異分野融合型）

がん研究の発展
2024年 5件 2023年 5件
2022年 5件 2021年 4件
2020年 4件 2019年 5件

Nat Chem Biol (2019)
Nat Biomed Eng (2022)

数理⽣命科学
プローブ創薬

② 異分野融合研究の推進

Biomaterials (2022)

Angewandte
Chemie Int Ed
(2023)



③ 研究成果の 社会実装 と 臨床応⽤
研究分野主任のリクルートによる新規プロジェクトの開始

siRNA医薬によるがん治療への応⽤
トランスレーショナルリサーチ

特任准教授
池⽥ 豊

プロドラッグ技術を⽤いたがん創薬
ディープテック・スタートアップ国際展開
プログラム（D-Global）採択

J-Peaks事業スマート分⼦がん創薬研究分野

First in Human での Phase I Clinical Trial

2027年度の 起業 を⽬指して



拠点事業の実施担当

共同利⽤・共同研究システム形成事業「学際領域展開ハブ形成プログラム」 2023年度採択

⾦沢⼤学
がん進展制御研究所

健康寿命の延伸に向けた集合知プラットフォームの形成

東北⼤学
加齢医学研究所

⼤阪⼤学
微⽣物病研究所

慶應義塾⼤学
先端⽣命科学研究所

鈴⽊ 健之

⽥中 耕三

⾼倉 伸幸

曽我 朋義

④ 学際領域＜健康寿命科学＞ の 開拓

⽂部科学省



がん細胞とグリア細胞の
多⾯的相互作⽤

2025年10⽉31⽇ ⽂部科学省ランチミーティング

⾦沢⼤学がん進展制御研究所
腫瘍細胞⽣物学研究分野

平⽥ 英周



⾃⼰紹介

⼤分県宇佐市⽣まれ、広島育ち

平⽥ 英周（ひらた えいしゅう）

1976年7⽉27⽇（49歳）

【学歴】
2002年 京都⼤学医学部卒業
2010年 京都⼤学⼤学院医学研究科修了 博⼠（医学）

【職歴】
2002年-2006年 脳神経外科研修医・医員として⼤学病院・市中病院で勤務
2010年 京都⼤学⼤学院⽣命科学研究科 助教
2011年 Cancer Research UK London Research Institute 研究員
2015年 Francis Crick Institute 研究員（改組による）
2015年 ⾦沢医科⼤学病理学I 講師
2018年 現研究室を開設、2024年より教授

【資格】
⽇本癌学会評議員、⽇本脳神経外科学会専⾨医、⽇本頭痛学会認定頭痛専⾨医、など



ロンドンでの研究⽣活（2011-2015）
Cancer Research UK LRI

Francis Crick Institute



Metastasis Research Society



研究室の紹介

⾦沢⼤学がん進展制御研究所 腫瘍細胞⽣物学研究分野

1. 原発性・転移性脳腫瘍に対する新規治療戦略の開発

2. ⽚頭痛の病態解明と⾰新的治療戦略の開発

教授 １
助教 ２
⼤学院⽣ ３
研究⽣ １
事務補佐員 １
実験補助員 １

合計 9名



脳転移は症例数が多く予後不良である

⽣存期間中央値 ＜ 1年半

治療戦略が限られる

症例数が増加（全固形がんの約10%）

脳転移⾃体は効率の悪いプロセスである

Kienast et al., Nat Med 2010

1‐3%

< 1% (?)



脳組織の微⼩環境は特異である

アストロサイト

ミクログリア

ニューロン（神経細胞）

オリゴデンドロサイト

脳脊髄神経系を構成する基本単位であり、
電気信号・化学信号の伝達により情報処理を⾏う

神経細胞を物理的・化学的に⽀持し、
脳の環境を整えるための多彩な役割を担う

神経細胞の軸索をミエリン（髄鞘）で覆い、
神経細胞の情報伝達や代謝をサポートする

脳脊髄神経系に内在する免疫担当細胞であり、
神経組織の恒常性維持や損傷・炎症への応答に関与する



脳腫瘍微⼩環境とグリア細胞

Fecci et al., Clin Cencer Res. 2019

脳に転移したがん細胞はアストロサイトとミクログリアに捕捉される

グリア細胞の培養が難しいため、がん細胞とグリア細胞の
多⾯的相互作⽤を⻑期安定的に解析することは難しかった



グリア細胞培養法の確⽴（MGS法）

脳でよく増えるがん細胞（PC9-BrM4）はMGS環境でも良く増える︕



MGS順化細胞 (AMG細胞) の樹立



AMG細胞はマウス脳組織での増殖能を獲得している

MGSは脳転移微⼩環境研究に有⽤である︕



アストロサイトによるがん脳転移促進機構の解明

Ishibashi et al., Developmental Cell (2024)



がん細胞 グリア細胞

ライブイメージングによる
がん細胞とグリア細胞の相互作⽤の観察



ミクログリアはがん細胞を攻撃する

がん細胞 ミクログリア

ミクログリアを標的とした治療戦略の開発を推進中︕


